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クラブロックは、河川護岸に用いることにより、
侵食防止機能を果たすのみではなく、
親水性を持つ美しい環境を提供します。

クラブロックの
特長

●ブロック本体が相互にかみ合っており、屈と

う性があるため地盤の経年変化に適応し、安定

性に優れています。

安定性

●ブロック形状がシンプルで型枠の種類・数と

もに少なく、組立・脱型が容易です。また、天端

高さが低く開口部が広いので、コンクリートの

打設も容易であり、施工性に優れています。

施工性

●側面の波形形状が視覚的なリズム感を生み出

し、単調な河川護岸にアクセントを与えて景観

を向上させます。また、中央部の孔は、植栽に利

用できます。 

景観性
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クラブロックの水理特性値については、（財）土木研究センターにおける試験から表3に示す結果を得ています。
3.クラブロックの水理特性値測定結果

●表3 クラブロックの水理特性値一覧  （（財）土木研究センターでの試験結果）

型式
証明書に記載されている製品名

質量（t）
基本長 ： L（ｍ）

設置形式
揚力係数 ： CL

抗力係数 ： CD

横揚力係数 ： CLS

揚力に対する回転半径
： LL（＝Lb）（ｍ）

抗力に対する回転半径
： LD（＝hb）（ｍ）

群体ブロックの相当粗度
 ： KS（ｍ）

５０型

群体上流端
0.425
1.640

̶

クラブロック　50型
2.18
1.68
群体
0.035
0.055
0.000
（右方向）

0.570

0.855

0.598

単体
0.200
0.706
0.004
（右方向）水
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河川におけるクラブロックの所要質量は、「護岸の力学設計法」（（財）国土技術研究センター編、平成１９年９月）に示さ
れる『根固め工の力学的安定性の照査』により求めることができます。
「護岸の力学設計法」に基づくクラブロックの所要質量算定式として1式を示します。

「護岸の力学設計法」に基づく算定方法

1.「護岸の力学設計法」に基づくクラブロック所要質量算定

ここに1式M       Vd
6＞λ・

λ
：クラブロック質量（ｔ）
：表1参照
：設計流速（ｍ/ｓ）

M

Vd

2.「護岸の力学設計法」によるブロックの安定式

  w

g
Vd

：ブロックと河床面との摩擦係数
：根固工の一体性を考慮した、流速の割引係数（表1）
：水の密度（=1.0ｔ/ｍ3）
：ブロックの密度（=2.3ｔ/ｍ3）
：重力加速度（=9.8ｍ/ｓ2）
：設計流速（ｍ/ｓ）

ρ

bρ

β

μ

(                       )
(                             )

μ2
1

a
3

2

μ1C DC

VK

2C LC
・= （滑動に対して）

2
VK

1
a

3
1C DC 2C LC bL

sL

b/h

b/h
・=

2
（転動に対して）

D,C L,C b,L bh
1,C 2,C s,L VK

：ブロックの水理特性値

：ブロックの形状係数

なお、水理特性値・形状係数については表2および表3に示します。

ここに W
M
a

：ブロックの空中重量（ｋＮ）
：ブロックの質量（ｔ）
：ブロックの形状等に係る無次元定数（表1）

「護岸の力学設計法」によるブロックの安定式2式および質量Mを求める3式を示します。

2式

3式=M W/g

W    a (            ) g2

bρ
＞  ・ ・

6

(      )β

dV
・

3

bρ

ρw

ρw

●表1 クラブロックの所要質量算定式

型式 設置形式 破壊形態 参考  （2式）による
ａ β

５０型

M ＞ 0.0001758 × Vd6

M ＞ 0.0000012 × Vd6

M ＞ 0.0009611 × Vd6

M       Vd
6＞λ・

単体

群体

群体上流端

滑動

滑動

転動

0.158 

0.158 

0.075 

1.000 

2.311

0.665 

水理特性値
形状係数

●表2 クラブロックの水理特性値・形状係数

VK
2C

sL

bL
bh

型式

５０型

0.3393 × L

0.5089 × L

0.4899 × L

0.2654 

0.6816

0.2006

1C

※L：クラブロックの基本長（L=1.500m）
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基本設計

T.P.+2.819

H.H.W.L.

mm

H.W.L.

+5.76

+7.20
t=300mm

T.P.+6.20

断面図

施工例

施
工
例

鳴瀬川（宮城県）
施 工 場 所：宮城県東松島市
事 業 自 体：国土交通省東北地方整備局
施設の種類：堤防
型 式：50型



1 底枠設置 5 側枠・差枠組立・・・2

2 中子枠設置 6 側枠組立

3 抜枠・中子枠設置 7 巾止組立

底枠は水平堅固な地盤に設置します。

巾止を組み立て、ピン類の締め付けを確認します。

中子枠をセットします。

抜枠をセットし、コッター、コッターピンで中子枠を接続します。

●型枠構成表（セット当り）
パーツ番号
型 枠 名 称
枚 数
パーツ番号
型 枠 名 称
枚 数

A
底枠
1
F
差枠
2

B
側枠1
1
G

中子枠
2

C
側枠2
1
H
抜枠
2

D
側枠3
1
I
巾止
1

E
側枠4
1

4 側枠・差枠組立・・・１

側枠1を組み立て、差枠を組み立てます。

連結筋挿入口

I

A

C

E

G

D

B

F

H

側枠2および3を組み立て、差枠を組み立てます。

側枠4を組み立てます。

連結筋挿入口 50

 50

断面図
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型枠構成・組立状況

標
準
配
列

型
枠
構
成
・
組
立
状
況

半塊

B
n=

1.
50
×
n 1.
50

Lm=1.50×m+e×(m-1)

e1.50

全塊

B
n=

1.
50
×
n

Lm=1.50×m+e×(m-1)

1.
50

e1.50

格子配列

千鳥配列

標準配列

○延長方向のクリアランスは、2cm程度を標準とします。
○斜面部ののり長方向については ､クリアランスを考慮しません。

ここに
　　m	：延長方向の据付個数
　　n	 ：断面方向の据付個数
　　Lm	：延長方向の据付長さ（m）
　　Bn	：断面方向の据付長さ（m）
　　e	 ：クリアランス


